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第8章 余暇環境 としての郊外の成立
阪 神 電 鉄PR誌 『郊 外 生 活 』 に 関 連 して
大阪産業大学経済学部教授
竹 村 民 郎
第1節 ユ ー トピ ア と して の 田 園 都 市
地球上の人口は1800年 頃まではイギ リス900万 強、 ドイッは約2400万 、 フランスは2700万 、
アメ リカ合衆国は500万 程度であった。 しか し、産業革命の結果としての工業主義の定着 とと
もに、これ らの国の人口はそれぞれ1930年 には4500万 、6600万 、4200万 、1億2300万 に達
した。 この急激な人口増加により、過剰人口の都市への吸引をきたし、世界的な都市の氾濫が
起 こった。
工業主義の際限のない拡張 と環境破壊の結果 として 「世界がかって経験しなかったようなもっ
とも堕落 した都市環境」(1)が出現 した。「もっとも堕落 した都市環境」で、人間は何をすればよ
いか。どうすれば都市の再生は可能か。 こうした根源的な問いに答を出すものとして、多様な
都市モデルが欧米の知識人か ら提起された。1902年 のエベネザー・ハ ワー ドによる田園都市の
提案と、史上最初の田園都市 レッチワース建設、ル・コル ビュジェの計画的高密度都市の提起、
シカゴ派社会学者による都市研究、フランク・ロイ ド・ライ トによる自然環境と調和 した建築
プランの提案等はその典型である。さらに1915年 に出版されたバ トリック ・ゲデス 『進化す
る都市』 もまたそうした系譜にっらなるものであったといえるだろう(20)






20世 紀 のはじめ、 日本においても都市の膨張は目覚 ましかった。1898年 から1920年 までの
22年 間の主要都市発展の趨勢 はっぎの通 りであった。東京の人口は144万 か ら335万 、大阪は
82万 から176万 、京都は35万 から70万 、神戸は21万 から64万 、横浜は19万 から57万 に増え
た。これ らの大都市は22年 間にそれぞれ人口規模を2倍 か ら3倍 に拡大 している。 目覚 しい





工場と鉄道 と貧民街が都市複合体の主要な要素 となった。そ してそのような都市システムが民




会道徳秩序を脅かす様々な問題の台頭一 皇室中心主義思想や家族主義か らの遊離等。第三 は
職業紹介所設置、社会教育施設、娯楽機関の拡充、消費組合の設立等の都市社会政策確立の必
要。
1911年 床次竹二郎内務省地方局長は 『都市膨張に伴ふ諸問題」 と題 した論文を内務省地方
局か ら刊行 した。床次は同論文の12頁 にあたるところで、イギ リスの住宅問題にっいて言 う。
ガ　デンシティ　 ガ　デンサッバ　ヴ
「最近最 も多 く世人の注意を喚起 したるは、「田園都市」又は 「花 園農村』の如 き一種新式
の施設に在 り。其眼目とする所は、何れ も細民の爲めに、住居難の宿題を解決せんとするの企
にあらさるなし。」












ズ ドシステムを実現 した我国 としては、大西洋経済圏 と結合 して資源浪費型生活システムを確





環境と美 しい風土をもった町村 は、滋賀県五個荘村、広島県賀茂郡坂村(現 安芸郡)、 愛知県
あ ま
海東郡甚目寺村(現 海部郡)等 の如 く全国的にひろく散在 していた。内務省地方局有志が田園

































市民は 「電鐵沿道至る所」に求められる 「健康の地」を自ら選ぶことである。 しかし、市民を
引きっける 「健康の地」の条件が重要である。第三点目として市民は 「北は山を負ひて寒風を
防ぎ、南は海に面 して涼風来 り、冬は暖かにして夏涼 しく、大氣清浄オゾンに富み海水清澄、
漁獲多 く、山水明媚、風光に富み、四時風の方向宜 しき上に、交通至便」の地を選ばねばなら
ない。
っまり柳は上の文章の中で 「健康の地」 として、温暖な気候そして北に六甲山が位置 し南は
大阪湾を望む立地条件と、郊外電車の便 も良い大阪神戸間の地を推賞 しているのである。柳は
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空気の善悪 という立場か ら、郊外生活の価値を積極的に説いているが、 こうした論理は 『郊外
生活』紙に寄稿 していた知識人共通のものといってよい。『郊外生活」 はタブロイ ド倍版四頁、
毎月2回 発行、定価郵税共一部3銭 、発行所は郊外生活社(大 阪府西成郡勝間村)で あった。
『郊外生活」は小 さな新聞であったが、その名のとおり郊外生活にっいてのさまざまな情報 を
掲載 した新聞であった。『郊外生活』は郊外生活が実現すれば、市民 は煤煙の都大阪か ら解放


















私の少年時代には青春を謳歌 した文士、芸術家の宴は終わっていた。 しかし 「文士村」のロマ
ンチックなたたずまいは、木立ちや町並の中に静かに残 っていた曾
ところで郊外住宅地開発に積極的姿勢を示 した阪神電鉄 は、1908年 『市外居住のすsめ 』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　








富豪のお屋敷村として著名な芦屋は1910年 代半ば以降、芦屋川改修 や耕地整理の結果 と し
て出現 した。1920年 代には精道村役場新庁舎(1889年 精道村誕生)精 道小学校鉄筋校舎、芦
屋仏教会館、芦屋警察署などの各建築物が建てられた。1930年 代 には六甲山麓 に高級住宅地
六麓荘の開発が始まった。阪神沿線の代表的な富豪村芦屋の繁栄は、 まさに日本一の工業都市
大阪の財界興隆の反映であった。
第一表が示すように、芦屋(精 道村)発 足当時の1889年 の戸数 は僅か597戸 に過 ぎなか っ
た。 しか し阪神電鉄開通から4年 後の1909年 には762戸 を数えた。
1910年 代には大阪、神戸両市の郊外住宅地 としての性格が一段と
強まった。1913年 には官線芦屋駅が開設され、 同20年 に阪神急行
電鉄株式会社(以 下阪急 と略)の 芦屋川駅 も開業 した。 この時期を
境にして、芦屋の宅地開発は阪神電鉄の芦屋駅南側の浜側から、 し
だいに阪急電鉄芦屋川駅以北の山手へと拡大 していった。1925年
には戸数 は3598戸 に達 し、その後 も人口はうなぎ登 りに増加 し、









1920年 代か ら30年 代にかけての時期、阪神間は関西の人々にとっ




第1表 精 道 村
戸 数 の 増 加



















出所 武 藤 誠 他 編 「新
修 芦 屋 市 史 本 篇 」 芦 屋
市 役 所 、1971年 、629
頁 の表 よ り作 成 。
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た。 この国道を阪神電鉄の国道線 と阪神国道 自動
車株式会社 のバスが走った。芦屋 において も192





第2表 芦 屋 の 耕 地 面 積 の推 移










出所 島之夫 『芦屋 の里』宝盛館、1929
年、51頁 の表 より作成。
芦 屋 以 外 の阪 神 電 鉄 沿 線 の主 要 市 町 村 の人 ロ増 加 にっ い て、1905年 か ら1919年 に 至 る 間 の
状 況 を み る と、 尼 崎 は18,428か ら36,338、 西 宮 は17,133か ら28,327、 魚 崎 は2,218か ら4,277、
住 吉 は3,980か ら10,623、 御 影 は6,948か ら13,153と な り、 これ ら沿 線 市 町 村 の 人 口 は い ず れ
も増 加 の一 途 を た ど った。
この 時 期 阪 神 沿 線 と大 阪 、 神 戸 両 市 を結 びっ け る うえ で、 阪神 電 鉄 の役 割 が い か に増 大 した
か は、 第3表 の阪 神 電 鉄 の一 日平 均 乗 客 数 の推 移 か ら明 らか にな る。 加 え て沿 線 は名 所 旧跡 が
数 多 く存 在 した。 ま た打 出浜 の海 水 浴 場(1905年)、 香 枦 園 遊 園 地(1907年)、 鳴 尾運 動場(1


















第3表 阪 神 電 車














(注)1.年 は会 計 年 度 。
2.阪 神 電 鉄 ㈱ 臨 時社
史 編 纂室 編 。
「輸 送 奉 仕 の五 十年 」
阪 神 電 鉄 ㈱1955年 。







郊外住宅地に居住 していた人々の間にひろ く浸透 してい く過程で、それは大衆化 した。っまり
盆栽や草花栽培などの庭いじり、家庭菜園等の庶民的な園芸活動は、人々がだれでも日常的に





第2節 余 暇 と して の 園 芸





る。木芙蓉 ・夾竹桃 ・百 日紅の類の、真っ赤な夏の花を好んだのも流行であったが、今では日
本半國の田舎の、それが夏景色の基調とさへなって居るのである。併 し何 と言 っても大規模な
る風景の改造は、専 ら田園の方に行はわれたのであった。野を拓いて麥生にすると、早それだ
けでも色の調子は強 くなるのであったが、次いで其問に菜種の花を咲かせることになり、更に




少 しの 草 花 を育 て る前 、 田舎 は も う一 様 に花 園 に化 せ ん と した の で あ った。(])
田園の新色彩を記録 したのは、生活の横断面を正確に記録 しておこうとした柳田國男の秀れ
た歴史意識である。第1節 に記述 した 「田園都市』が明 らかにしているように、本来日本の農
村は 「花園農村」であった。山紫水明の言葉通り天然の美 しい風景に富み、森林や田園の間に
四季折々の草花が美 しさを競っていた。
しか し明治維新以後の商工業の目覚 ましい発展にともなって 「郊外住居の展開を始めてから、
追々にこの竝木(街 道の並木一 筆者注)は 伐 り倒されて、都府との聯絡 は全 く斷たれ……全
體に野山にも鳥は居な くなった。我々はもと鳥の聲を愛する點にかけては何れの種族にも劣 ら
ぬ国民であったけれども、年に數百萬 といふ剥製の小鳥が、輸出せ られて行 くことを喜んで居
た 爲 に、 忽 ち に して斯 う いふ 淋 しい 國」 に な った曾)
都市膨脹は郊外空間の開発の速度を早めた。郊外の開発 は都市空間の新 しい形式を創造 した
がその一方、伝統的な 「花園農村」の風景を消滅 させた。郊外電車のネットワークの拡大 はこ
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鳴尾のいちご狩(阪 神電車)
のような傾向をますます加速 させた。20世 紀初頭阪神間の田園地帯には確かに草花、 花樹を
中心 とした大規模な風景の改造が進んでいた。すなわち田園地帯のいたるところに新 しく果樹
げ んげ そ う
園、花園が出現 し、田畠は菜種の花や紫雲英のじゅうたんで色どられた。
1909年 刊行の 『阪神電気鐵道沿線名所案内』は、淀川停留場付近の眺望を説明している。
「彌生の花盛 りには此地一帯、菜種 と蓮草の黄赤を以て埋むるが故に、瓢客多 く數十の掛茶
屋何れも殷盛を極め秋 は詩人の曳杖多 く觀月に富ig(1)」。20世 紀初頭阪神沿線 は牧歌的で未開
発の美 しい田園と静かな林の連なった郊外であった。さらに 「名所案内』は、芦屋停留所周辺
をっ ぎのように書 きだ している。
「電車を降れば身は巳に白砂青松の間に入 り翠松高低縦横參差 として蘆屋川に沿ひ濱に近づ
くに隋ひて風姿益奇趣を極め、宛然天の橋立に遊ぶ如 く、須磨の絶勝に至 るが如 し〔名
ぶ どう、夏柑、桃、梅、梨、 りんご、あんず等がたわわに実 る果樹園は、阪神沿線ではすで
に1896年 か ら開かれていた。大阪の豪商芝川又右衛門は甲東村に広さ10町 歩の果樹園を開い
た。甲東園の他、阪神沿線には数多 くの農園や花園が存在 した。 関西農園(西 宮)、 萬花園
(山本)、百花園(山 本)、箕面園(箕 面)、 内外種苗園(箕 面)、 二楽園園芸部(六 甲)、御影園
(御影)、凱華園(春 日野道)な ど枚挙にいとまがない。 このように数多く存在 した農園と花園
こそが、前述 した 『郊外生活」が提唱 した園芸趣味の社会的基礎であった。











































注)名 越 國三郎 「潮風 一 海雑題 一」『郊外生活』第1巻 第7号 、1914年 、
6頁 よ り引用。
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伊藤忠兵衛(呉 服商)、鈴木馬左也(住 友理事)、嘉納治兵衛(酒 造業)、 庄司乙吉(大 阪紡績)、
平生釟三郎(東 京海上保険)、久原房之助(鉱 山業)、岩下清周(代 議士)、 大林芳五郎(大 林






しかし阪神電鉄が提起 した 「田園都市」とは前述 した如き一握りの上流階級や、プロフェッショ
ナルなエ リー トとその家族たちを中心とした 「ユー トピア」に過ぎなかった。欧米文明の受容
によって日本の産業化 は目覚ま しく発展 した。生活合理化の面でも、田園都市の概念 は積極的
に受容された半面、その実質は都市対郊外という対立関係の拡大(都 市=環 境汚染地区、郊外;
「豊かな市民」の居住地区)を 再生産することにもなったのである。
















「第2回 關西 ダリア大會」の記事をここで紹介 してお こう。
「2段 の棚に並べられた花の数2000餘 り、11日 の開會から審査當 日の17日 まで、兎 に角 も
それだけの花の挿替やら水の入替をしなければならぬ。之は随分骨の折れる仕事だが、錦華園
と大正園 との主人が多 くの園丁を指圖 しながら自らも十分に立ち働いて くれたことを特記 しな
ければなら鵡
1914年7月11日 か ら17日 まで、阪神沿線香枦園浜の公会堂で開催された第2回 関西ダ リヤ
































第3節 マ ル チ カ ル チ ャ ー社 会 の 端 緒 的 成 立
阪神電鉄開通か らちょうど10年 目の1915年 『郊外生活』に掲載 された随筆は、阪神沿線 の
生活環境が一段と変化 していることを示 している。
「何處に行 って も郊外生活の紳士と令夫人と束髪の下女 と、そして門構に玄關敷石の別荘と
に行 き當 った。景色は何處に行 っても佳かった。空気 も水 も恐 らくこんな好い處はなからう。
ただ彼の塒を定むべき猫額大の地を見っけるのに足が疲れた(1JO








いる別荘族 の遊びであった。 しか し関西では海水浴は庶民の夏の遊びであった。人々は南海電
鉄沿線の堺の大浜、浜寺、阪神電鉄の甲子園、芦屋等へ気軽に水泳 にでか けた。1920年 代初
め甲子園球場に5万 人を収容する日本一のマンモススタディアムが完成(1924年)し た頃、
森繁久彌氏は甲子園の西畑に住んでいた。そこは作家の佐藤紅緑や実業家、老舗の主人、裁判
官などのエ リー トが住むいわゆる文化村であった。彼は当時のマリン・スポーッについてつ ぎ
の よ うに描 写 して い る。
「美 しか った海 辺 に
も、 だ ん だ ん と地 引 き
網 の声 が遠 の き、 自然
の 破壊 が始 ま った 。 …
甲 子 園 の海 辺 で フ ン ド
シを や め て 絹 の 黒 い海
水 着 を初 めて着 た の も、
思 え ば 私 ど もで 、 美 津
濃 が 写 真 を 撮 りに き た
く らいだ 。 や が て ボ ー
ト屋 が 店 を 出 し、 そ こ
にL型 の ヨ ッ トを二 隻
も って き た。 これ を一
時 間80銭 で 借 り て 、
ヨ ッ トを最 初 に始 め た
の も、 自慢 じ ゃな い が
關 西で は私 た ちだ った。
そ の ころ、芦 屋 の浜 と、
こ こだ け に貸 しヨ ッ ト
が あ り、中学 生 の 中で、









人々の間にマ リン・スポーッや魚釣りが拡が ったのは当然であった。また人々は海への讃歌 を
スケッチや詩歌に託 して表現 した。121頁 の図は 『郊外生活』に掲載された名越國三郎の 「潮
風 一 海雑題 一」 と題 したスケッチである。 この絵が表現 している女性の リラックス した姿態
から、開放された浜辺のロマンチックな雰囲気を しのぶことができるだろう。
ところでスポーッとしての六甲山登山は、神戸の居留地在住の外国人たちの遺産である。神
戸オ リエ ンタル ・ホテルの経営者A.H.グ ルームは、1895年 六甲山に別荘を建てた。彼 はさら
に1901年 六甲山頂に4ホ ールのゴルフ場を開いた。阪神電鉄は開業当初か ら沿線観光戦略 の
一環 として、六甲山開発を進めた。1905年 頃か らはげ山であった六 甲山の自然環境を整備す
るために、植樹活動を始めた。さらに1910年 頃、同社は六甲 ・麻耶両山へのケーブル敷設計
画を樹立するとともに、2年 後に六甲山頂に登山者用家屋として 「阪神クラブ」を設置 した。
『郊外生活」 もそうした動きに対応 して、薄田泣菫 らによる登山記、六甲登山案内、六甲山
頂のゴルフやアイススケー トの紹介記事等を掲載 し、沿線住民に登山熱を鼓吹 した。六甲山頂
の気温は下界とは10度 近 くも温度差があった。 このため1922年 になると 『週刊朝 日』 の後援
で、六甲山にキャンプ村(テ ントの値段 は4畳 半3人 用で5日 間7円50銭)も 開かれた。 こ







流行 した。『郊外生活』第2巻 第1号 はこうした風景写真 ブームにのって、風景写真展覧会の
開催を提案 した。『郊外生活」 はレンズを通 した視点が、阪神沿線の自然をアピールす るうえ
で、新たな美を提供するだろうと考えたのである。当初園芸趣味を組織することを中心 として
発足 した 「郊外生活」が、新 しい余暇活動としての写真を中心とする展覧会を企画するまでに
成長を示 した。
「阪神電車の沿線は到る處に自然の美が横 ってゐます。この自然の美を捉へて印畫 としたも
のを一つに纏めて、武庫の平野の美 しさを廣 く世に紹介 したいと存 じます。 この目的で聊かな
が ら賞を懸 けて風景寫眞を募る事にいたしました。集った印畫は特に精巧な銅版印刷の技術に
よって 『郊外生活」」誌上に掲載するだけでなく、春王四月の好期を トして開 く展覽會に も漏
らさず 陳 列 い た しま す(3JO
この写真 コンテス トの審査員8名 の中には、関西の写真界の中心的存在であった 「浪花写真


















えばその豪邸 と子供好 きの夫妻 として著名であった。毎年浅井夫妻は広大な庭園を開放 して
300人 の子供のために園遊会を開いた。浅井夫妻 は男女同権、子供のための良い環境づ くりが、
新 しい日本の生活改善の中心であることを自らの実践で示 した。浅井夫妻の生活が象徴するよ
うな父 ・母 ・子を三位一体とする開かれた家族関係の背景には、個人主義と私生活主義のひろ
が りがあった。私生活主義は単に狭い私生活に閉 じこもるのではなく、生活空間に優 しさと、
民主的な市民関係を創造 したいという願望の表れでもあった。郊外生活はまさにこうした生活
哲学をもった人々にふ さわしい生活環境であった。郊外社会の変容のなかで市民性に目覚めた
女性たちの消費活動ほど目覚 ましいものはなかった。1921年 か ら住吉村(現 神戸市東灘 区)
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で開始された有限責任灘購買組合(現 「コープこうべ」のルーッ)の 活動 は、1922年 には六
甲村(灘 区)本 庄村(東 灘区)精 道村(芦 屋市)と 区域を拡大 し、創設2年 にして事業 は2倍
の拡大をみせた。1929年 には台所をあずかる主婦に重点を置 く組織をっ くり、組合活動 に密
着させるために、灘購買組合家庭会が結成され、芦屋公会堂で発会式をあげるに至 った。 さら








宮川先生(大 阪教会の牧師一 筆者注)が お出でになりまして も主婦としての自分を磨 くと云
ふ事に重きを置いてお話 しを して頂いて居 ります。ですからお集 りになる方々がスッカ リ信者
と云ふんぢゃ御座いません。でも皆 さんが眞實 に寛いで家庭での經驗を話 し合 ったり、意見を
交換 したりして、その日まる一 日を楽 しくお過 しになりまぜヨ
アメリカ合衆国の郊外という 「新 しいフロンティア」 とは、誇 りの持てる職業と高い収入、
日当たりの良い芝生に囲まれた一戸建、核家族の一家団らん、共通の話題をもった隣人とのパー





七年制の甲南高等学校(1923年)、 関西学院(1929年)、 神戸女学院(1933年)、 などがあいっ
いでつくられたことも、阪神間の社会的、文化的地位を高めた。
阪神問のマルチカルチャー社会への進展は、同地域に芸術家や作家、音楽家、デザイナー等
を引きよせた。彼等の仕事の一端 としては前述 した谷崎潤一郎 『細雪』、1920年 代 「新興写真
運動」を リードした中山岩太(芦 屋カメラクラブ)、1933年 芦屋における我国最初のファッショ
ン雑誌の創刊、続いて1937年 ファッション界の草分けの田中千代による洋裁研究所(兵 庫県
武庫郡本山村)の 創立、1927年 洋画家小出楢重によるアトリエの開設(兵 庫県武庫郡精道村)、










ばそれは芦屋における自然環境の維持 と改善をみてもよい。芦屋 の精道村 は1915年 か ら芦屋
川改修を始あた。 さらに同村は1919年 から3年 間の歳月をかけて、村民あげて土地耕地整理
事業の整備を進めた。1907年 以降精道村が村営芦屋川堤塘遊園地の造成を進めたことも、芦
屋が自然の景観を生か した美 しい郊外住宅地 として再生す るうえで役立 った。また六甲砂防工
事、逆瀬川改修工事、武庫川埋立工事、そして仁川月見 ヶ丘の埋立工事等において、多数の朝
鮮人士工が働いていた。阪神沿線開発における朝鮮人 の役割 とその実体 につ いては、鄭鴻永
『歌劇の街のもうひとっの歴史一宝塚 と朝鮮人』(神 戸学生 ・青年センター出版部、1997年)
にゆずる。阪神間の開発に寄与 した朝鮮人の力を、鄭氏の仕事 ほどよく示 している例 は他 には
ない。












人々の暮 らしの範囲を拡大 したのみな らず、文化や情報をも運び、その意味で文明のメディア
であった。1929年 日本最初のター ミナルデパー トとなった阪急百貨店 の開業を契機 として、
郊外生活者のまった く新 しい消費生活のパターンが定着 していった。阪急沿線の阪急が販売 し












車の 「文明のメディア」 としての新 しい役割を基軸として、私鉄沿線の住民が新 しい余暇空間
に結びついた質の高い消費生活を共通にすることである。阪神間にまつ萌芽的に成立 した 「交
通文化圏」は、いち早 く関東地方に波及 し、東京、横浜などの私鉄沿線に独特のイメージをも




代大都市 に住む大半の市民が、大手私鉄資本がっ くりあげた 「私鉄城下町」に住み、労働と生
活、そ して レジャーの領域でも巨大な私鉄資本のコントロールを受けている。いわゆる 「兎小
屋」論や 「働き蜂」論に象徴 される日本人の生活の特徴や、現代都市の リニューアルの問題に
ついて考える場合でも、「交通文化圏」の提起 した諸問題を除外 しては論 じられないだろう。
21世 紀 は世界人口の70パ ーセント以上が都市に集中するだろうと推定され る。洋の東西 を




あえて田園都市の系譜に連なる近代 日本の郊外形成 と余暇社会の成立の問題を考察 した。こう
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した思 索 が 地 球 規 模 の 環 境 保 全 の視 点 に立 った よ り人 間的 な都 市 の形 成 と、 そ こ にお け る非 生
産 的 消費 と結 びっ い た遊 びの 創 造 に一 石 を投 じ る こ とが で きれ ば幸 いで あ る。
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第1節 注
(1)ル イス ・マンフォー ド 『歴史の都市 明 日の都市」生 田勉訳、新潮社、1969年 、369頁
(2)エ ベネザ ー ・ハ ワー ドの田園都市、 バ トリック ・ゲデスの都市計画論及 び同時代 にお けるア メ リカ
の郊外 住宅 に関 して は下の著書を参 照 されたい。
竹村民 郎 「笑楽の系譜 一都市 と余暇文化 一』 同文館 出版株式会社、1996年 所収、139～142頁 、264
～265頁 。
(3)柏 木博 、吉見俊哉、若林幹夫 「都市 は どこへ向か うのか(鼎 談)」 『無限大」第100号 、1996年11月 、
6頁 。
(4)内 務省 社会局の田園都市構想 にっいて は下記 の著書 を参照。 内務省地方局有志 「田園都市 と日本人』
講談社 学術文庫、1980年 。本間義人 『内務省住 宅政策 の教訓 一公共住宅論序説 一』御茶 の水書房 、
1988年 。
(5)箕 有電 軌 の経営戦略 と関連 した郊外ユー トピアの形 成及 び 『山客水態』 の再評価 につ いて は次 の論
文を参 照 され たい。
竹村民 郎 「機械文明 の受容 と"交 通文化圏"の 成立 一小林一三 と宝塚少女歌劇 一」前掲拙著 「笑楽
の系譜 一都市 と余暇文化 一」所収。
津金 澤聰廣 「沿線 に庶民の楽園を!一 郊 外ユー トピア構想 の本質 を読 む一」 『月刊 歴史 街道 』 第94
号、1996年 。
⑥ 田端 文士村 にっ いて は次の文献を参照 されたい。
竹村 民郎 『大正文化」講談社現代新書、1980年 。
近藤富枝 「文壇資料 田端文士村」講談社、1975年 。
近藤富枝、竹村民郎 「対談 田端文士村を語 る」『書斎の窓」(有 斐 閣)第329号 、1983年 。
(7)高 田兼吉 「本書の編纂 に就て」高田兼吉編 「市外居住のす 丶め」高 田兼吉、1908年 所収、216頁 。
(8>阪 田寛夫 『わが小林一三』河 出書房新社、1983年 所収、121頁 。
第2節 注
(1)柳 田國男 「朝 日新聞社編明治大正史』IV世 相篇 朝 日新聞社、1931年 、127頁 。
(2)同 前書134～135頁 。
(3)西 垣堯則編 『阪肺電氣鐵道沿線名所案内付昭和三年刊阪神 沿線名所案内』中外書 房(複 刻)、1976
年、12頁 。
(4)同 前書55頁 。
(5>今 西林三郎 「郊外生活 の巻頭 に」深江彦一編 『郊外生活』第1巻 第1号 、阪神電氣鐵道株式會 社 、
1914年 、3頁 。
(6)今 西林三郎 「生れ て一年 の後 に」前掲 「郊外生活』第2巻 第!号 、1915年 、2頁 。
(7)「 香櫨園濱:に催 されたる第2回 關西 ダ リア大會」前掲 「郊外生活」第1巻 第7号 、1914年 、8～9
頁。
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第3節 注
(1)銀 冠郎 「巣にあ る夫婦 の 日記」前掲 『郊外生活』第2巻 第5号 、1915年 、19頁 。
(2)森 繁久 彌 「にんげん望艶鏡」第15回 、 「週刊朝 日」1979年2月9日 号。
(3)阪 祠1電氣鐵道 株式会社 「阪抻沿線 の風景寫眞 を募 る」前掲 「郊外生活』第2巻 第1号 、1915年 、32
～33頁 。
(4)「主 人 と主婦 一家庭訪 問一一」前掲 「郊外生活』第2巻 第1号 、22頁 。
(5)「 主 人 と主婦 一家庭訪 問一三」前掲 「郊外生活』第2巻 第3号 、13～14頁 。
(6)1997年 兵 庫県立 近代美術館 や芦屋市立美術博物館 など4館 が 「阪神間 モダニズム」展を開催 した。
その後 「阪神 間モ ダニズム」展実行委員会編 『阪神 間モダニズムー六 甲山麓 に花開 いた文化 、 明治
末 期 一昭和15年 の軌跡』(談 交社1997年)が 刊行 された。実際 の展覧会が絵画、写真、図面 、 設 計
図、 映像等 を使 用 して ビジュアルに阪神 間の郊外文化 の諸相を描 き出 した点 は大 きな前進であった。
しか し阪神間の郊外文化 の基盤 たる萌芽 的な大衆消費社会 の形成が、 その本質 にお いて具体 的 に と
らえ られていなか った。 いわゆる 「近代化」 の先進性 ばか り眺 めて、 そこか ら一っのイメ ー ジを構
成 しよ うとす るや り方 は、 ど うみて も余 り科学 的であるとはいい得な いようで ある。結果 と して民
衆 の 日常性の構造 が捨象 されるとい うことである。 そ うした意味 にお いて例え ば神戸史学会 の機 関
誌 『歴 史 と神 戸』 第209号 、1998年 が特集 「阪神 間モダニズム」再考で示 したような批判 と方 向 は
体 系的で はないがそ うした問題 を考 え始 めている。
(7)交 通文 化圏形 成の問題及 び我 国都市 における余暇文化 の形成 にっ いて は前掲拙著を参照。
(8)山 口廣 編 『郊 外住 宅地 の系譜 一東京 の田園 ユー トピアー』鹿島出版会、1987年 。 号、1996年 。
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